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カカラはサルトリイバラ科(Smilacaceae)のつる性の植物で1),その葉は餅や団子を包むのに

使用される2)｡また,果実が晩秋に赤熱するものは,生け花の材料として用いられている｡鹿児島

では,この葉で包んだ団子はかからんだごと称して古くから端午の節句や祝い事にちなんで家庭で

作られてきfc3)-5)が,最近では一般のお菓子と同様に,葉の採取できる時期であれば特に行事に関

係なく作られ,市販されている｡カカラの葉を団子に用いている理由は,葉の香りを楽しむ,団子

がくっつかないようにする,外観をよくするなどが考えられるが,もうひとつの重要な理由は団子

の保存性の向上にあるのではないかと考えられる｡

サルトリイバラ(Smilax china)を含むシオデ属の植物は熱帯から温帯にかけて多くの種が分布

しているが,鹿児島でも北部から南部の屋久島,奄美大島にかけて特有の種を含めて数種が存在し6),

それらは一般にカカラと呼ばれている｡主に山地の林の周辺部などに生えているが,低地でも郊外

の神社や自然公園などでときどき見ることができる身近な植物である｡カカラの葉は,鹿児島では

春から初冬まで採取することができ,教材としては冬枯れの時期を除きほぼ年中利用することがで

きるという利点がある｡また,採取も深い山や林に分け入るという必要がなく容易である｡

本研究は,カカラの葉を教材として用い,家庭科食物領域の学習を理科や地理歴史科の教科内容

をも含ませた教科横断的な授業として行うことを前提にして,授業設計のための基礎的資料を得る

目的で行った｡

*鹿児島大学教育学部
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実験方法

L^^^bT^^^Ki｣i

カカラの葉は鹿児島市の下福元町および吉野町で5月から9月にかけて採取したが,季節別比較

のための試料は12月にも採取した｡つるから葉柄ごともぎ取った葉は,葉柄基部の巻きひげを含む

ものは取り除き,湿らせたガーゼで表面の汚れをふき取って使用した｡採取当日に使用できないと

きは,ポリ袋に入れて冷蔵庫に保存し, 1週間以内に使用した｡乾燥葉は,汚れをふき取った生葉

を室温で1-2日間風乾させた後, 60℃の通風乾燥器に24時間入れて乾燥して作った｡これは厚手

のポリ袋に入れて,密封冷蔵した｡使用に当たっては,粉砕器(岩谷産業㈱製, IMF-200)で細か

い粉末とし,ただちに使用するか,あるいは密閉できるポリ容器に入れ短期冷蔵した｡

2.試　薬

培地用のポリペプトン,酵母抽出物,麦芽抽出物,寒天はそれぞれ日本製薬,半井化学薬品, Becton

Dickinson and Co., Difco Laboratoriesの製品を使用した｡その他の薬品は,市販の特級品また

は1級品を使った｡

3.成分の抽出と分画

1)生薬からの抽出

生薬15gをはさみで細かく切り, 5-Cに冷やした蒸留水IOOmflとともにステンレス製のカップに移

し,カップの外側を氷水で冷やしながらホモジナイザ- (㈱日本精機製作所製,エクセルオート

DX-3　で12,OOOrpmで30秒ずつ断続的に処理し,合計3分間磨砕した｡成分の抽出をよくするた

めに冷蔵庫に1時間保持し, Not2のろ紙でろ過した後,ろ液を　　でロータリーエバボレータ-を

用いて2爪βに減圧濃縮し,これを生薬の冷水抽出液とした｡

2)乾燥葉からの抽出

乾燥葉の粉末2gを200mβのナス型フラスコに入れ,抽出溶媒100mβを加え,還流冷却器を付けて

溶媒の沸点温度で30分間抽出した｡.抽出溶媒には蒸留水,メタノール,アセトン,酢酸エチル,エ

チルエーテル,ヘキサンを使用した｡抽出後, Nq2のろ紙でろ過し,ろ液は45-Cで27花鋸こ減圧濃縮

した｡蒸留水を抽出溶媒としたときのものを,乾燥葉の熱水抽出液とした｡

3)透析

カカラ葉の熱水抽出液10bほ分画分子量1,000のセルロースチューブ(Spectrum Co製,スペク

トラ/ポア6)に入れ,蒸留水500mβを入れたビーカー中につるし, 5℃で撹拝しながら合計3日

間透析した｡途中,蒸留水は3回交換し,それらは合わせて45℃で10m銅こ減圧濃縮し,透析外液と

した｡透析終了後のチューブ内部液も10b鋸こ減圧濃縮し,透析内液とした｡
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4)カラムクロマトグラフィー

内径2.6cmのガラスカラムにセルロースイオン交換体(㈱チッソ製,CM-セルロファインC-200)

を充填し,液のpHと電気伝導度がカラムの入口と出口で同じになるまで,アンモニア水でpHを3.0

に調整した0.02Mギ酸をマイクロポンプで流してカラムを平衡化させ,ベッドの高さを40cmとした｡

透析外液IOmfiをポンプでカラムに注入し,続いて溶出溶媒をIOOrafi/hrの流速で流し,カラムから

の溶出液はIOrafiずつフラクションコレクターに集めた｡カカラの成分は,ギ酸のpHをアンモニア水

で3.0, 4.0, 5.0, 6.0とした0.02Mギ酸-アンモニア溶液を順次　　ずつ流し,最後に0.02Mの

アンモニア水を流すことで溶出させた｡溶出液はモニターで280nmの吸収を測定し,記録した｡溶

出液をクロマトグラムのピークごとに分けて集め, 45℃で2mβ程度になるまで減圧濃縮し,これを

水酸化ナトリウムまたは濃硫酸を吸湿剤とした吸引デシケ一夕一に入れて吸引し,溶媒を除去した｡

これを少量の蒸留水に溶かし, pHが5-7になるまで中和した後,蒸留水を加えて1.5*銅こして抗

菌試験の試料とした｡使用後のCM -セルロファインは水酸化ナトリウムと塩酸を用いて再生した｡

4.抗菌試験

供試菌は,細菌としてBacillus subtilis, Bacillus cereus, Proteus vulgaris, Staphylococcus

aureus, Esherichia coli> Pseudomonas fluorescens,酵母としてCandida albicans, Saccha-

romyces cerevisiae, Pichia anomala,かびとして　Aspergillus niger, Rhizopus stolonifer,

Penicillium chrysogenumを使用･した｡これらの微生物は発酵研究所から購入した｡細菌用の培

地には液体培地として702培地を,寒天培地として802培地を,また酵母用の培地には液体培地とし

て703培地を,寒天培地として108培地を用いた7)｡かびの培養にはポテト･スクロース寒天(PSA)

培地7)を用いた｡

細菌と酵母は抗菌試験に使うに当たり前培養を行った｡保存用に植え継いだ試験管の斜面培地か

ら細菌または酵母をループにかき取り, 10mβの液体培地を入れたL型試験管に移し入れ,細菌は30

℃で,酵母は28℃で6時間振とう培養した｡1.5%の寒天液10mβを入れて固めた直径9cmのシャーレ

に,前培養液0. 1m鋸こ対して溶かして45℃に保温した寒天培地9.9m｣の割合の混合液10m｣を重層した｡

寒天が固まった後,抗生物質検定用のペーパーディスク(東洋漉紙㈱製,直径8mm�"厚手)を試験

液に浸し,余分な試験液をろ紙に吸い取らせて除去したものを,寒天培地表面に密着するように置

き, 30℃ (細菌)または28℃ (酵母)で24時間培養した｡

かびは胞子を試験に使った｡保存用の試験管斜面培地に,0.05%のジオクチルスルホコハク酸ナト

リウム溶液5mQを加え,振って胞子をけん濁させた｡胞子けん濁液0.1m飢こ対して溶かして45℃に

保温したPSA培地9.9MOの割合の混合液KMを,細菌の場合と同じようにシャーレの中の1.5%寒天

上に重層し,ペーパーディスクによる試験に供した｡培養は24℃で24時間行った｡

所定時間培養した後,増殖阻止円が見られるものはその直径を測り,これからペーパーディスク

の直径を差し引いたものを増殖阻止帯の幅として表し,試験液の抗菌活性の指標とした｡
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結果と考察

1.葉の抗菌活性

かからんだごは,米粉,小豆あんまたはよ

もぎ,砂糖を混ぜて丸めたものをカカラの菓

2枚に挟み包んで蒸したものである｡葉の成

分は蒸す過程でだんごに移行すると考えられ

るので,葉に由来するだんご中の成分は水溶

性のものが多いと思われるが,香り成分のよ

うに揮発性のものや脂溶性のものも少量は移

行していることは,だんごの香りからも明ら

かである｡そこで,カカラ葉の成分を,極性

の強い水から極性の弱いヘキサンまで各種の

溶媒で抽出し,抽出液の抗菌性をBacillus

cereusを使って試験した｡結果は表1に示す

ように,抗菌性は水抽出液で最も強く,次が

メタノール抽出液で,メタノールより極性の

弱いアセトン,酢酸エチル,エチルエーテル,

ヘキサンでは抗菌活性は抽出されなかった｡

なお,ここでは材料として乾燥した葉を使用

したので熱水抽出を行ったが,生の葉の場合

は後述するように,冷水でも十分に抗菌活性

は抽出される｡カカラと同じようにだんごを

包むのに用いられているサネンの葉の抗菌性

成分は水では抽出されず,逆にエチルエーテ

ルなど極性の弱い溶媒で抽出される9)｡一般

に香辛料や香草,香草野菜など香りのある植

物では抗菌性物質として脂溶性の成分を含む

ものが多いが,カカラの抗菌性成分はこれら

とは異なり,水溶性であった｡食品の保蔵性

表1　抗菌性成分の溶媒抽出性
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a抽出方法および抽出液の鋼製方法は本文の実験方法に

記述｡ bペーパーディスク法による｡ Bacillus cereus

菌を使用｡数値は増殖阻止円の直径からペーパーディス

クの直径を差し引いたもの｡

表2　細菌,酵母,かびの増殖に対する抽出液の効果
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8細菌は繰り返し4回の､酵母とかびは繰り返し2回の実験の平均

値｡ bペーパーディスク法による｡数値は増殖阻止円の直径からペ

ーパーディスクの直径を差し引いたもの｡ ¢表1の注aと同じ｡

ということから言えば,その抗菌性成分が広

い範囲の微生物に対して有効であることが望ましい｡そこで,代表的な細菌,酵母,かびの増殖に

対する水抽出液の効果を調べた｡乾燥葉の熱水抽出では,乾燥(60℃)過程や抽出(100℃)過程で

葉の成分が熱変化することも考えられるので,生薬を用いた冷却下での磨砕･抽出も行った｡結果
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表3　抽出液中の非透析性成分と透析性成分の抗菌活性

増殖阻止帯の幡w

微生物　　　　生葉の冷水抽出液b　　　乾燥葉の熱水抽出液b
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8表2の注bと同じ｡　b表1の注aと同じ｡　Cセルロースチュ-プ(分画

分子圭1000)に抽出液を入れ､ 50倍量の蒸留水に対して5℃で､途中外僻

の蒸留水を3回交換して､ 72時簡捷拝透析した透析内液｡ d透析により得

られたチューブ外部の液を合わせて沸縮したもの｡

は表2にまとめた｡生葉の冷水抽出液と乾燥葉の熱水抽出液では生葉の冷水抽出液の方がやや活性

が強い傾向が見られたが,それぞれの抽出液2mQの調製に使用した材料の量は,生薬は15g,乾燥

葉粉末は2 gであり,生薬および乾燥葉粉末の水分含量(平均81.1%および9.1%)を考慮すると,

抗菌活性の抽出には乾燥葉を熱水抽出する方がよいと言えるだろう｡また,乾燥葉は長期の貯蔵が

容易であるので,生の葉が採取できない時期にも実験材料として使える｡教科の授業進行に合わせ

て,いつでも実験授業を計画することができるという利点がある｡

微生物の種類について見ると,一般に細菌に対しては増殖抑制効果があるが,酵母,かびに対し

てはほとんどあるいは全く効果が認められなかった｡カカラ葉の食品保存における役割を確かめる

というような実験を行うに当たってモデルとして特定の微生物を使用するときには,使用微生物の

選択に注意する必要がある｡また,腐敗の実験に食品を使うときは水分活性の高い,つまり細菌類

が繁殖できる食品を選ぶことが大事である｡もちろん,食品の腐敗現象の主役が細菌であることは

間違いないが,食品の種類によっては酵母やかびによる変質が重要である場合もあるので,カカラ

の葉が食品の腐敗に関与する微生物に対して万能でないことは留意しておく必要がある｡

カカラ乗の水溶性成分としては,有機酸,アミノ酸,塩類などの低分子成分と多糖,蛋白質など

の高分子成分が考えられる｡そこで分画分子量1,000の透析膜を使って抽出液の透析を行い,その

濃縮物の抗菌活性を調べた｡結果を表3にまとめた｡抗菌活性は生葉の冷水抽出液,乾燥葉の熱水

抽出液とも透析性画分で強く,非透析性画分では弱かった｡透析性画分に対する非透析性画分の相

対値は乾燥葉の熱水抽出液の方が生葉の冷水抽出液より大きい傾向を示した｡乾燥葉の熱水抽出液
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フラクションナンバー

図1　イオン交換クロマトグラフィー
による画分の抗菌活性

カラム: CM-セルロファインC-200､ 2.6X40cm

溶出液:アンモニア水でpHを翻整した0.02Mギ酸

流速: lOOml/hr

試料:透析外液10ml

分取: 10ml/フラクション

は着色の程度が大きく,葉の乾燥や加熱抽

出の段階でアミノ･カルポニル反応が起

表4　イオン交換クロマトグラフィーによる
画分の抗菌活性

画分　　フラクションナンバー　増殖阻止帯の幅(mm)8
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8表1の注bに同じ｡

表5　葉の採取時期と熱水抽出液aの抗菌活性

葉の採取時期　　　　　増殖阻止帯の幅m)

8･b表1の注と同じ｡

こっている可能性が高い｡アミノ･カルポ

ニル反応により生じる高分子の色素メラノイジンに抗菌性があることはよく知られているので,罪

透析性画分の抗菌活性の一部はこれによることも考えられる｡しかし,生薬の冷水抽出液の透析性

画分で強い活性が認められるので,カカラ葉にもともと含まれている抗菌性成分は水溶性の低分子

であると言うことができる｡抗菌性成分を更に精製するために,イオン交換クロマトグラフィーを

行った結果を図1と表4に示した｡抗菌活性は4つの画分(A,D,E,F)に認められたが,最も強

いのはpH5の0.02Mギ酸-アンモニア溶液で溶出される, 280nmの吸収の弱い画分(E)であった｡

季節別に採取した葉の,乾燥一熱水抽出液の抗菌活性を表5に示した｡ 4月に採取した菜は水分

含量が他の時期のものより高いが,抽出には乾燥粉末の一定量を使用しているので,抽出の出発材

料は固形分基準ではほぼ同じである｡表からわかるように, 4月の葉が活性は最も高く, 12月の葉

は明らかに低かった｡かからんだごは主として5月の節句に作られていたが,この時期のカカラの

葉を使うことは保存性を高めるという観点からすると合理的であると言える｡また,古くは葉ごと

食べることも行われていたようで,そのような場合には秋や冬の葉は固くて不適であったであろう｡

2.家庭科および他の教科との関連

現在,高等学校では家庭科の科目として｢家庭一般｣, ｢生活技術｣, ｢生活一般｣の中のいずれか

4単位が必修であり,家庭に関する学科では専門教育の基礎として｢家庭一般｣が必修とされてい

る｡
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そこで,家庭科の科目として｢家庭一般｣, ｢生活技術｣, ｢生活一般｣を,理科の科目として｢化

学IA｣, ｢化学IB｣, ｢化学Ⅱ｣, ｢生物IA｣, ｢生物Ⅱ｣を,地理歴史科の科目として｢日本史B｣

を取り上げ,カカラ葉が教材となり得る教科･科目の内容を高等学校学習指導要領解説と数社の教

科書から拾い出し,簡単にして表6にまとめた｡カカラ葉が抗菌性成分を含み食品の保存に役立つ

ことを示す実験は, ｢家庭一般｣の中では食生活の設計と調理で取り扱われる食品の腐敗やそれを

防ぐための工夫と関連づけられる｡だんごの調製は,食品(米粉)の栄養的特質や調理上の性質を

学ぶための具体的例とて扱うことができる｡また,行事食の献立作成の中で,地域の特色ある一品

としてこれを加えることもできる｡さらに, ｢家庭一般｣の指導要領解説では内容として特に指摘

していないが,教科書ではこれからの食生活の課題として食文化の継承と創造を上げているものも

ある｡食物の文化的側面は本来家庭科がもっと主体的に取り上げるべきものである｡現状は必ずし

もそうなっていないが,古くから伝わるかからんだご作りの学習を通して食文化の継承とこれから

の食生活の創造について考えさせることができる｡ ｢生活技術｣でも重点が技術に置かれていると

いうことはあるが,食品の保管や食品の栄養･調理上の性質はかからんだご作りの実習を通して教

えることができる｡ ｢生活一般｣では,以上の他に,食生活と調理の中で扱う食文化と食事に密接

に関連している｡かからんだごは地域の食文化とその歴史を学ぶ良い教材であり,家庭科の実習で

これを取り上げたい最も大きな理由でもある｡また行事食や郷土料理などの伝承された調理法を現

代の科学的視点から考究することは,食文化の継承と創造に欠かせない｡かからんだご作りを題材

とした学習は,内容の広がりや調査や実験に必要な時間からして,家庭科の｢課題研究｣や｢学校

家庭クラブ｣など自主的な活動の中で行うものとしても適当である｡家庭科以外の教科･科目の内

容との関わりでは,カカラの分類やその基となる形態上の特徴や進化などは｢生物Ⅱ｣と関連し,

微生物による腐敗やそれを防ぐ方法は｢生物IA｣の内容とも関連がある｡カカラ葉の抗菌性成分

やだんごの成分の化学的性質は｢化学IA｣, ｢化学I B｣とも関連がある｡天然高分子化合物とし

てのデンプンやセルロースの構造や性質は｢化学Ⅱ｣でも扱われる｡更に実験方法としての抽出,

透析,クロマトグラフィーなどは,その原理や用いる試薬,器材の性質において化学と関わってい

る｡かからんだごが作られてきた歴史やだんごの地域的差異,年中行事とめ関係などは｢日本史B｣

の内容としても適合している｡

かからんだご作りは,それに必要な調理の知識や技術の難易度から見て,高校の家庭科の授業で

十分に実施できるものである｡また,カカラの葉が入手できていれば,だんごの調製は簡単であり,

それまでの学習経歴によっては他の調理と組み合わせて行うことができる｡一方,カカラの葉に抗

菌性成分が含まれていることを確認するための実験は,家庭科の設備や授業時間の中だけで行うの

は難しい｡化学や生物の教室の設備や先生方の協力が必要であろう｡先に述べたように,家庭科の

内容と理科(化学,生物)や地理歴史科(日本史)の内容をそれぞれ取り込んだ教科横断的なカリ

キュラムを設定し,関係の教師が協力して授業計画を立て,学習指導に当たることが求められる｡

もちろん,カカラの葉が食品の保存に役立っていることは,実験･実習によらず,家庭科という教
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表6　家庭科および他

家　庭　科

目指す学習内容

カカラの植物種と

類縁植物の分布を

知る

家庭一般

カカラ葉に抗菌性

成分が含まれ腐敗

防止に役立つこと

を知る

カカラ葉の抗菌性

成分の性質を理解

する

だんごの材料の栄

秦,食品,調理上

の特徴と性質を知

る

行事食の1品とし

て,だんごの作り

方や食卓の整え方

を知る

食生活の設計

食品衛生

食品の腐敗

生活技術　　生活一般　　化学I A

家族の健康管理

食品とその選択

食中毒･食品

衛生

日常生活の化学

食品の化学

食品の保存方

法

食生活の設計

食品の種類･特

質

栄養的特徴･

成分表

食生活の設計

家族の献立作

成･調理

行事食･会食

地域の節句菓子と

してだんごが作ら

れてきた歴史を学
ぶ

伝承された調製法

の科学性を確かめ

る

食の生活管理

家族の健康と食

生活

栄養･食品･

献立

食の生活管理

食品と調理

調理上の性

質･調理

これからの食生活

食文化の継承と

創造

家族の健康管理

食品とその選択

栄養的特徴と

分･類

日常生活の化学

食品の化学

炭水化物･タ

ンパク質の性

質

食生活と調理

食文化と食事
食生活の変

遷･文化

食生活と調理

日常の調理

行事食･郷土
料理
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教科の科目の内容との関連

理　　　科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地理歴史科

化学I B　　化　学　Ⅱ　　生物I A　　生　物　Ⅱ　　日　本史　B

生物の進化と系統

生物の進化

生物の分類

人間の生活と生物

日常生活と生物

腐敗

物質の構造と状態

溶液

溶解性･透析

高分子化合物

天然高分子イ蛤物

デンプン･セル

ロースの構造

と性質

地域社会の歴史と

文化

年中行事･地域

の食生活文化
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科の範囲内で,文献調査をしたり聞き取り調査をしたりすることによってもある程度は明らかにす

ることができるであろう｡しかし,葉を採取し,だんごを作り,成分を抽出し,微生物の繁殖に対

する抑制効果を調べるという過程を経ることは,生徒の自然や文化に対する関心を喚起し,知的好

奇心を高める上でより効果があると思われる｡それにもかかわらず,これだけの内容の授業を1教

科のひとりの教師が行うことは設備や教材研究の負担からして容易なことではなく,また,教科の

枠に縛られていては実行できない｡教科横断的なカリキュラムを組むことが現実の高校の授業時間

割の中では難しいことは十分予想できる｡この点から各教科の課題研究の時間を寄せ合うなどの解

決法も考えられよう｡また実験内容の工夫によって,割り振る授業時間を短縮することは可能であ

る｡

3.授業の中での実習,実験

本研究で行ったものは,授業計画を作るに当たって材料や実験方法を決める際の判断に資するた

めのものである｡実際の授業では生徒が行う部分と教師側で準備する部分の区分けや,特に生徒が

行う実験についてはその方法の簡略化が必要となってくる｡

かからんだご作りは,小･中学校ですでに習得している調理の技術の範囲でできるのでほとんど

問題はない｡工夫しなければならないのはカカラの葉に抗菌性成分が含まれていることを確かめる

ための実験であろう｡まず成分の抽出は,生薬の場合は適当な大きさに刻み,氷冷水を加えて調理

用のミキサーで磨砕することでできる｡乾燥葉の場合ははさみなどで細く切り,ミキサーまたは調

理用の粉砕器で粉にする｡水の量は,実験方法に示した割合にこだわらず,使用する機器に適した

量を用いて差し支えない｡ただし,抽出液を濃縮するための装置,例えばロータリーエバボレータ-

などが利用できないときは抽出液を濃縮せずに使用しなければならないので,抽出時の水の量はあ

まり多くしない方がよい｡抽出のための時間は熱水抽出,冷水抽出とも短縮することができる｡抗

菌性の試験は,生物教室の実験設備の使用が可能で担当の先生の協力が得られるときは,基本的に

は寒天平板培養-ペーパーディスク法が実施できる｡調理実習室で行うときや菌の前培養ができな

いときは,菌は空中落下菌や発酵食品中の生存菌を使ってもよい｡この場合はコロニーの生成が均

一でなくまた密でないので,ペーパーディスク法では測定できない｡抽出液を培地に加えて,菌が

生えてくるまでの時間の測定,コロニーの計数,菌の繁殖のようすの観察などで抗菌性を判定する｡

透析膜や濃縮装置が利用できるようであれば,葉の抽出液を透析して透析外液と内液の抗菌力の比

較をすれば,抗菌活性を示す成分の分子の大きさについて考察でき,学習はより深まるであろう｡

培地は標準寒天培地が市販されているのでそれを購入するのが簡単だが,時間がとれれば肉片や

じゃがいもから天然培地を調製するのも,微生物も生物の一つで生きるために栄養が必要なことを

理解するのに役立つ｡葉からの抽出液を濃縮しないときは,抽出液で直接培地を溶かし,その培地

上での菌の増殖を見る｡合成培地や天然培地の代わりにデザートとしてのゼラチンゼリーや寒天ゼ
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リーを葉抽出液で調製して使うこともできるが,これらの食品は微生物の増殖に必要な栄養素に偏

りがあるので,細菌は生えにくい｡かびや酵母に対して増殖抑制活性を示す物質の試験の時にはよ

いが,細菌を問題にするときには注意が必要である｡実際に食物として食べられるものではないが,

身近に得られる食品材料を利用することもできる｡ 1. 5%の寒天溶液に市販の粉末のブイヨンを溶

かせばよい｡この場合には細菌や酵母の培養も可能である｡

イオン交換クロマトグラフィーは少し高度な技術と設備を必要とし,また時間もかかるので,普

通の授業で行うのは難しい｡しかし,樹脂の応用例としてイオン交換樹脂やイオン交換膜の利用は

生活にも密接に関連しているので,化学の課題研究などの中で原理や応用例を実験によって確かめ

ることは有意義なことと思われる｡カカラ葉の抽出濃縮液の場合はかなり着色しているので,光度

計がなくても肉眼で色を見ながら溶出成分をおおまかに分け取ることができるし,溶出溶媒のpH

を変えるところで分け取るのも一つの方法である｡本研究では粒状のセルロースイオン交換体を使

用しているが,繊維状のイオン交換体やイオン交換樹脂を用いることもできる｡既存の実験設備や

身近な材料を使って,工夫しながら実験の計画を立て,実験を行うことは化学的な思考力や判断力

を養うためにも重要なことであろう｡

要　　約

カカラの葉を利用しただんご作りの実習とカカラ葉の防腐効果に関する実験とを組み合わせて家

庭科を中心にした教科横断的授業を行うことを目的に,主として実験方法について検討し以下の結

果を得た｡

(1)カカラの葉には抗菌性成分が含まれていて,その活性は季節により変動し,春や夏の菜では

高く冬の葉では低かった｡生薬からの冷水抽出と乾燥葉からの熱水抽出では,葉の水分含量を考慮

すると,乾燥葉の熱水抽出の方がいくらか有利であると言えた｡

(2)カカラ葉の水溶性成分,透析性成分は細菌に対して強い増殖抑制作用を示したが,酵母やか

びに対しては効果がなかった｡

(3)カカラの葉の水溶性･透析性成分中の抗菌活性は, CM-セルロファインによるクロマトグ

ラフィーにより, 4つの画分に分けられた｡そのうちの最も活性の強い画分は紫外部に強い吸収を

持たなかった｡

(4)カカラ葉に抗菌性成分が含まれていることを確かめるための実験は,材料,方法など簡略に

することが可能であり,かからんだご作りの実験･実習は,理科の化学や生物,地理歴史科の日本

史の内容を一部取り入れた教科横断的な授業として組むことができる｡

終わりに,本研究を行うにあたり,実験に協力いただいた渡口こずえさん,市岡博子さん,住吉

千恵美さんに感謝いたします｡



110 鹿児島大学教育学部研究紀要　教育科学編　第49巻(1998

引用文献

1)牧野富太郎:牧野日本植物園鑑,北隆館,東京, P.858 (1961)

2)内藤喬:鹿児島民俗植物記,鹿児島民俗植物記刊行会,鹿児島, P.108-110 (1964)

3)南日本新聞社:かごしまの味,春苑堂書店,鹿児島, P.287-289 (1969)

4)石神千代乃:さつま料理歳時記,金海堂,鹿児島, P.56, 92 (1973)

5)日本の食生活全集鹿児島編集委員会:日本の食生活全集46　聞き書き鹿児島の食事,農山漁村文化協会,

東京, P.35, 78, 118, 164 (1989)

6)朝日新聞社:週刊朝日百科　植物の世界,朝日新聞社,東京　No.105, p.263-264 (1996)

7) IFO : ListofCultures Microorganisms, 10thEdition,発酵研究所,大阪　p.498-516 (1996)

8)微生物研究法懇談会:微生物学実験法,講談社,東京　p.242 (1975)

9)中村泰彦:食生活文化に関する研究助成研究紀要第10巻,アサヒビール学術振興財団,東京　p.77-84

(1997)


